
閉会挨拶 

 

公益財団法人日本海事センター理事長の平垣内でございます。長時間にわ

たり貴重な内容の講演・ご討議をいただきました。 

 

先ずは、今回は新型コロナの感染拡大の中多くの関係者の協力の下、無事

開催が出来ましたことに対し改めて御礼申し上げます。 

 

また、基調講演をしていただきました、日本船主協会友田副会長と日本水

先人会連合会の阪本専務理事に厚く御礼申し上げます。両協会には当センタ

ーの運営に対しまして大変ご貢献を頂いております。そのことに対しまして

この場をお借りして御礼申し上げたいと思います。 

 

また、神戸大学の阿部先生、日本郵船の小山専務、そしてパネルディスカ

ッションのファシリテーターを務めて下さった羽原先生にも厚く御礼申し上

げます。本日は貴重な発表とご発言を拝聴させていただき、誠に有難うござ

いました。 

 

 長時間にわたり今回の海事立国フォーラムにご参加いただいた大勢の参

加者及び視聴者の皆様にも御礼を申し上げます。 

 

本日は、『今後の海事社会に向けた海事人材の育成と将来展望』をテーマに

講演とパネルディスカッションをして頂きました。 

 

本日の議論を拝聴しておりまして、今後の海事人材を考えるうえで 2 つに

分けて考える必要があるのではないかと思いました。 



すなわち船舶の運航要員たるいわゆる従来の船員と今後海事関係の新たな

事業に対応する広い意味での海事人材です。 

後者につきましては、私としては、物流ＤＸ人材のように考えておりまし

たが、本日のお話を伺っていると、洋上風力や海洋開発それも違うと思った

次第です。 

もともとの役割たる船舶の運航という使命をつきつめるとともに、新たな

展開に対応するということで、こういう時代にこそ本日お話のあったリベラ

ルアーツの重要性を改めて感じた次第です。 

限られた時間の中でしたが、海事人材の育成についての今後の議論が深ま

る一助になったとすれば幸いです。 

今回のフォーラムを契機としまして、関係者の皆様方の今後ますますの取

組に期待するとともに、海事センターといたしましては、産官学の連携の中

核的な存在として、調査研究活動等を通じまして、関係の皆様方に少しでも

貢献していきたいと考えております。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

本日は、最後までご参加・ご視聴いただき、誠にありがとうございまし

た。 

 


